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● ごみの発生抑制（リデュース）の推進
【可燃ごみ「有料化」の実施】
ごみの減量や分別等の資源化を進めるため、平成17年10月から可燃ごみの「有料化」
を実施しています。
ごみ処理費用の一部が上乗せされたごみ袋（指定袋）を使ってごみを排出することで、ご
みの排出量に応じた負担の公平性を確保する「受益者負担」の考え方を採用しています。
平成26年度の可燃ごみの排出量は、24,053.8㌧（ 11㌻参照）となっており、有料化実
施前の16年の33,243.3㌧と比べて27.6％のごみ減量が図られています。

● 再使用（リユース）の推進
【再製品の展示・提供（随時）／リサイクルプラザ】
粗大ごみの中でまだ使える家具等を再生し、2カ月ごとに展示して希望者に抽選で有償提
供しています。毎回、約100点を展示、提供しています。
●展 示 期 間　偶数月（2・4・6・8・10・12月）の1カ月間
●申込み期間　展示している月の平日（8時30分～ 16時30分）
　　　　　　　展示している月の第三日曜日（13時～ 16時30分）

【子ども服の展示・提供（随時）／リサイクルプラザ】
子ども服の展示・提供ブースを設置しています。
子どもの成長等で不要となった子ども服を市民の皆さんから提供いただき、必要として
いる方に無償でお譲りしています。常時、100点を展示しています。

【「ゆずります、もらいます」コーナーの開設／リサイクルプラザ】
家庭で不要になった家具や電化製品などを掲示板に張り出し、欲しい人に提供する「ゆ

ずります、もらいます」のコーナーを設置しています。
備え付けの掲示用カード品物等を記入し、3カ月間掲示し、掲示板を見た譲りたい人とも

らいたい人が直接やり取りしています。

【フリーマーケットの開催／リサイクルプラザ】
家庭で不要になった衣類、雑貨、日用品などをごみとして捨てるのではなく、安価で売

買する機会としてフリーマーケットを開催しています。
例年、年2回開催し、毎回約25店の出店があります。平成26年度は6月、11月に開催し、

2回の合計で570人の来場者がありました。

【リサイクル教室の開催／リサイクルプラザ】
粗大ごみとして持ち込まれた家具等の木製品を材料にした再生工作教室を開催しています。
平成26年度は6・8・12月の3回企画し（ 8月は親子教室として実施）、参加者は合計で

24人でした。
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ごみの減量

指定ごみ袋の売り上げは、平成26年度で161,246,445円でした。この収入は、
ごみの処分や減量化のための様々な事業に使っています。

■指定ごみ袋の売り上げ（可燃ごみ処分手数料）

年度 17 18 19 20 21

手数料（円） 142,738,735 180,515,335 181,324,420 178,829,755 175,623,310

年度 22 23 24 25 26

手数料（円） 172,471,650 169,095,330 171,492,275 179,483,145 161,246,445

指定ごみ袋料金の使い道

手数料（円） 172,471,650 169,095,330 171,492,275 179,483,145 161,246,445

指定ごみ袋の作成などの経費… 77,873,118円

　● ごみ袋の作成費用
　● 運搬や保管費用
　● 販売店への手数料  ほか

ごみ減量のための啓発経費など… 22,291,894 円

　● 不法投棄対策パトロール費用
　● ごみ分別ルールブックの作成費用
　● ボランティア用袋の作成や回収
　● 啓発看板の作成  ほか

ごみ焼却施設の管理経費… 61,081,433円

指定ごみ袋の作成などの経費… 77,873,118円

… 22,291,894 円
▲ごみ分別ルールブック

▲清掃事務所（ごみ焼却施設）

▲市指定ごみ袋
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　　　  平成 26 年度一般廃棄物（ごみ）の搬出入区分図   

　　　  ごみ排出量の推移   　　　  １人１日当たりの排出量の推移   
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● ごみ分別の徹底
【不燃ごみ「6種9分別」の実施】
平成10年5月、3分別で収集していた不燃ごみを、リサイクルプラザの稼働に合わせて、
6種9分別に細分化して収集を開始しました。
以降、各自治会から集積所に分別指導員を配置いただき、市民一体となって、分別の徹
底に取り組んでいます。
平成26年度のごみ排出量全体のリサイクル率は15.0％でした。

　　　  リサイクル率の推移   

【「ごみ分別ルールブック＆ごみ収集カレンダー」の発行】
平成10年度の不燃ごみ6種9分別収集の開始に合わせ、毎年一回、不燃ごみの収集日程

や分別方法を周知する冊子を発行しています。
この冊子「ごみ分別ルールブック＆ごみ収集カレンダー」では、可燃ごみと不燃ごみの

分別や排出方法、ごみ処理に関連する制度等を紹介しています。

【小型家電リサイクル回収ボックスの設置】
平成25 年4 月に施行された「小型家電リサイクル法（使

用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律）」に対
応するため、環境省の「小型電子機器等リサイクルシステ
ム構築実証実験（市町村提案型）」により、26 年10 月から
公共施設6カ所に回収用ボックスを設置し、集まった家電
製品等を認定リサイクル事業者に引き渡す事業を実施して
います。
平成26年度の回収量は、約360㌔となっています。

● 紙ごみリサイクルの推進
【古紙分別収集の実施】
平成17年9月、これまで可燃ごみとして排出されていた

古紙の分別収集を開始しました。
月一回の不燃ごみの収集に合わせて、古紙を3分別（段ボ

ール、新聞、その他の紙）で回収しています。また、古紙排
出の利便性向上のため、平成27年1月からは市役所本庁舎、
西支所に古紙回収ボックスを設置しています。
平成26年度の古紙回収量は、分別収集、清掃事務所への

直接搬入、古紙ボックスによる回収と合わせて1,682㌧でし
た。

【古紙等資源回収報奨金】
ごみの再利用を促進して減量化するため、資源として再利用できる古紙などの集団回収

を自主的に行う自治会や老人会などの団体に対して、1㌔あたり3円（廃食用油は1㍑あた
り5円）の報奨金を交付しています。
平成26年度では、72団体で1,031㌧（廃食用油は2,368㍑）が回収されました。

● 生ごみ堆肥化の促進
【生ごみ処理機購入費補助金】
家庭から排出される生ごみの減量・資源化のため、生ごみ処理機の購入者に、購入金額

の2分の1（限度額2万円）の補助金を交付しています。
平成26年度は、25台の処理機の購入に補助金を交付しました。
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リサイクルの推進
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【生ごみ堆肥化容器購入費補助金】
家庭から排出される生ごみの減量と資源化のため、生ごみ堆肥化容器（コンポスト、EM 
ぼかし 容器）を購入する人に対して、購入価格の2分の1（限度額4千円）を補助しています。
平成 26 年度は 29 基の容器の購入に補助金を交付しました。

● 廃食用油（使用済みてんぷら油）の有効活用
【古紙等資源回収報奨金（再掲）】
廃食用油の集団回収活動を自主的に行う団体に対して報奨金を交付しています。
平成26年度では、2,368リットルの廃食用油が回収されました。

● マイ・リサイクル店の拡充
【マイ・リサイクル店認定制度】
ごみの発生抑制や再生利用の促進に積極的な小売店を「マイ・リサイクル店」として認
定し広報することで、ごみを減量化しようとする制度です。
現在、24店を認定しており「ごみ分別ルールブック＆ごみ収集カレンダー」等により店
舗の取り組みを紹介しています。

● 環境美化活動の拡充
【環境美化里親制度（アダプト・プログラムまいづる）】
環境美化に対する市民意識を高め、市民との協働で環境美化活動を行うため、市民が道
路等の公共施設の里親となってボランティア活動を実施する「環境美化里親制度」を平成
13年度に創設しました。
里親である市民が散乱ごみの回収とごみの散乱状況の情報提供を行い、市は里親の活動
に必要な清掃用具の支給・貸与、ごみの回収などで、その活動を支援しています。
平成26年度で、25団体5家族5個人、708人が市内の15カ所で里親活動を実施してい
ます。
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【ボランティア清掃の支援】
自治会や老人会、ボランティア団体が実施する美化活動に、専用のごみ袋の支給や収集

されたごみの回収などの支援を行っています。

【まいづるクリーンキャンペーンの活動支援】
「わたしたちのまちを、わたしたちの手できれいにしよう」を合言葉に、平成8年度から
7月に全市一斉清掃日を設け、清掃活動を実施しています。9年度からは、「まいづるクリ
ーンキャンペーン実行委員会」が主催者として実施し、市はごみ袋の支給や清掃後のごみ
回収などの支援を行っています。
平成26年度は133組8,712人の参加申し込みがあり、一斉清掃当日（雨天のため東西メ

イン会場における清掃は中止）には、約9㌧の散乱ごみが回収されました。

● 海の美化保全
【環境美化区域の指定】
市民、事業者が一体となって、ごみの散乱等の防止に努めるとともに、地域の環境美化

を促進し良好な都市機能を保全するため、昭和59年に「環境美化条例」を制定しました。
この条例に基づき、毎年、海岸線の10地区を環境美化区域に指定し、啓発看板の設置や

ごみの回収、広報パトロールを地域と一体となって実施しています。

【舞鶴の川と海を美しくする会の活動支援】
市内28地区の会と55の事業所（平成27年4月

時点）などで構成される「舞鶴の川と海を美しく
する会」が、毎年6月と10月を美化強調月間と定
め、関係機関と協力して全市的規模で河川や海岸
などの清掃を実施しています。
平成26年度は、のべ約17,900人の参加があ

りました。市は、清掃時の資材提供、清掃後のご
み回収等の支援を行っています。

● 不法投棄の撲滅
【不法投棄防止パトロールの実施】
不法投棄を監視するため、市内を6コースに分けて昼間と夜間にパトロールを実施して

います。パトロール中にごみの投棄に遭遇した場合は、直ちに警察へ通報するとともに、
証拠の保全を行うこととしています。
平成26年度は昼間466回、夜間154回、計620回のパトロールを行い、191件の不法

投棄を確認しました。

【監視カメラの設置】
不法投棄されやすい市内の数カ所に監視カメラを設置して、不法投棄を未然に防止する

とともに、ごみの投棄の様子が撮影された場合は直ちに警察に告発することとしています。

丸田川の清掃

循環型社会の確立2

ごみの適正処理


